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                                   Abstract 

 Eupatorium fortunei in recent years has become rare due to the destruction of its habitat by 

river improvement, although it was once widely distributed in southwestern Japan. Now, in 

Japan, it is distributed in only nine rivers according to reports of the Rivers Bureau in the 

Ministry of Construction. In the Kako River, in Hyogo Prefecture, about 200 individuals of 

Eupatorium fortunei were found in 1995. We investigated the Eupatorium fortunei community in 

the Kako River from the phytosociological viewpoint. As a result of the investigation, it has 

become clear that the community is mainly distributed in the flood plain of the Kako River. We 

held a seminar for environmental education involving the use of seedlings of Eupatorium fortunei 

which were reared by us, and planted the seedlings in the Kako River for the purpose of 

restoring the original state. 
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は じ め に

フジバカマはキ ク科 ヒヨ ドリバナ属に含まれ,9月 か

ら10月 に高さ1.5mほ どとなって,薄 紫色の花をつけ る

多年生植物である.ま た,本 種は万葉集を始めとし,源

氏物語,古 今集,新 古今集,徒 然草などにも登場 し,秋

の七草 として も有名で,か つては本州以西の河川等に普

通に見 られた植物であった.ま た,本 種は史前帰化植物

といわれてお り(前川,1943),古 くは,現 在のセイタカ

アワダチ ソウのように河川敷に優 占的に広がっていたの

か もしれない.し か し,本 種は近年急激に減少 し,全 国

版の レッ ドデータブ ック(我が国における保護上重要な

植物種および植物群落の研究委員会 植物種分科会,1989)

では絶滅寸前 とされている.建 設省は河川水辺の国勢調

査を進めているが,そ の調査の中で1995年 にフジバカマ

が兵庫県下の加古川河川敷で発見された.著 者は加古川

のフジバカマ自生地の植生調査を進め,さ らに種子採取・

育苗,苗 を使 った環境教育 としての 「里親制度」,住 民

参加に よる加古川での自生地の復元,種 子の大量確保な

どを試みている.

本論文は,加 古川を中心 として国内のフジバカマ群落

の現状を報告すると共に,上 記の保全 ・復元活動を紹介

す るものである.

フ ジバ カ マの現 状

我が国における保護上重要な植物種および植物群落の

研究委員会 植物種分科会(1989)は フジバカマの27都 府

県 ・71の産地の うち,11の 産地で絶滅,13の 産地で現状

不明,3の 産地で絶滅寸前,全 国的にみて も絶滅寸前 と

報告 し,環 境庁 自然保護局(1992)は23都 県に分布 し,4

県で不明,5府 県で絶滅 としている.レ ッドデータブッ
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表1.フ ジバ カマ の確 認 され た河 川

1)河 口 か らの 距 離(k
m)

ク近畿研究会(1995)は 滋賀県,奈 良県,和 歌山県ではフ

ジバカマが絶滅 した可能性 が高いと している.兵 庫県

(1995)は フジバカマをAラ ソク(絶滅危惧種)に 選定 し,

広島県(1995)は1993年 の調査では,か つての自生地でフ

ジバカマを確認できなかったとしている.

建設省は1990年 より一級河川(国 管理の河川)に おいて

河川の生物相,利 用状況等を明らかにするために河川水

辺の国勢調査を実施 している.ま た主要なダムや県管理

の河川でも一・部 この調査が進められている.調 査結果は

河川水辺の国勢調査年鑑等にまとめ られてお り,こ れ ら

の文献を検索することによって河川,ダ ムにおけるフジ

バカマの分布の現状を把握することができる.著 者は建

設省河川局治水課(1994,1995,1996,1997),建 設省近

畿地方建設局姫路工事事務所(1996),兵 庫県上郡土木事

務所(1994)等 の文献をもとにフジバカマの分布を検索 し

た.そ の結果,表1に 示 したように9河 川,36ヶ 所で フ

ジバカマが自生 していることが明らかとなった.一 方 フ

ジバカマの確認 されなかった所は111河 川 ・ダムに達 し

ている(表2).

加古 川 にお け るフ ジバ カ マ発見 の経 過

1995年 に加古川において河川水辺の国勢調査 ・植物調

査が実施 された(建 設省近畿地方建設局姫路工事事務所,

1996).調 査にあたった財団法人 日本気象協会 ・生態シ

ステム研究所の栗林 実氏は加古川の6地 点より約200株

のフジバカマを発見した(表3).兵 庫県下では1993年 に

環境設計株式会社の梅原 徹 ・丸井英幹両氏によって,

千種川でフジバカマが発見されているが,わ ずかに1株

であって,加 古川での大量の自生株の発見は大変貴重で

ある.

表2.フ ジバ カ マの 確 認 され なか った河 川,ダ ム



表3.加 古川におけるフジバカマの自生状況(建 設省近畿地方建

設局姫路工事事務所,1996を もとに部分修正)

フ ジバ カ マ群 落 の種 類 組 成 と立 地条 件

著者は1996年 秋に加古川の自生地6地 点のうち3地点に

おいて5調 査区の植生調査を行 った.そ の結果を表4に

示 した.調 査面積はフジバカマ個体群の分布 している範

囲の2m2～9m2と した.本 群落の出現種数は16種 前後で,

フジバカマの他,ヨ メナ,セ イタカアワダチソウ,ヨ モ

ギ,ノ イバラ,ヒ ナタイノコズチ,セ ソニソソウ,ヒ ガ

ソバナなどより構成 されている(図1).構 成種からみる

と本群落は路傍雑草群落(ヨ モギクラス),林 縁植物群落

(ノイバラクラス),流 水辺一年生植物群落(タ ウコギ ク

ラス)の植物 を多 く含み,湿 性型で,撹 乱圧の高い所に

発達 している.同 じ兵庫県下の河川である千種川のフジ

バカマの調査資料はないが,著 者が現地で確認 したとこ

ろでは,加 古川と同じような組成を示 していた.フ ジバ

カマを構成種 とする群落の報告がほとんどないので全国

的な比較は困難であるが,著 者 らが高知県の仁淀川の堤

防で調査 したフジバカマを含む群落の調査資料を,表5

お よび図2に 示 した.仁 淀川の群落はススキ,チ ガヤが

優占 してお り,構 成種からみても明らかに刈 り取 り ・放

牧群落(ス スキクラス)に属するものであって,加 古川の

群落 とは異なっている.著 者は1985年 に加古川の堤防の

チガヤ群落内でフジバカマを確認 しているので,仁 淀川

の例 も特に異常 とは言えない.ま た堀内 ・鷲谷(1993)も

小貝川のフジバカマの分布頻度が高いのは土手であると

している.さ らに本博物館内の圃場においてフジバカマ

を含む チガヤ型人工野草群落の形成 を実験 中であるが

(服部 ら,1994),そ のチガヤ人工群落内ではフジバカマ

は旺盛な生育を示 している.加 古川だけをみるとヨモギ

クラス,ノ イバラクラスなどがフジバカマの分布の中心

の ように思われるが,詳 細については今後他地域のフジ

バカマを含む群落を調査 し,そ の群落の植物社会学的な

位置づけを整理する必要がある.

加古川におけるフジバカマ群落の生育地の立地条件を

みると,そ の立地は低水路護岸部や高水敷でも低水路に

近い湿性の土壌条件下であ り,洪 水時には流水による掩

乱の影響を受けやすい所にある.仁 淀川や小貝川の例も

あるので全国のフジバカマが このような立地にのみ生育

しているとは考えられないが,低 水路護岸部のような立

地はフジバカマの生育適地の一つであると思われる.立

地条件についてはフジバカマを含む群落の調査と同じく,

今後全国的な調査が必要である.

なお,か つては普通種であったフジバカマが急減 した

のは生育立地の改変によると考えられる.フ ジバカマの

分布中心の一つは上述 したように低水路護岸部にあたる

やや流水辺に近い湿性な環境条件下にあるが,こ のよう

な立地は河川改修により,ま ず第一に破壊 される.高 水

敷や堤防 も改修が進み,高 水敷ではシバ草原に変えられ,

堤防では年2・3回の刈 り取 りによってチガヤ草原などの

フジバカマの生育 しにくい中茎から短茎の草原に移行 し

たのも減少の要因であろう.ま た逆に放置 された所や裸

地ではセイタカアワダチソウ,オ オキソケイギク,セ イ

バソモロコシ,オ オブタクサ,ア レチウリなどの大型の

帰化植物が繁茂 し,そ のためにフジバカマの生育できる

立地が徐々に消滅 していったと考えられる.

増 殖

加古川のフジバカマは2mに 達するもの もあり,全 体

に生育良好で開花 ・結実状態 も良い.1995年10月 に建設

省近畿地方建設局姫路工事事務所係長 田中浩一氏お よ

び 日本気象協会 ・生態 システム研究所 栗林 実氏の案

内の もとに生育現場を視察 した際に,現 地個体群に影響

のない程度にフジバカマの種子を採取 した.そ れらの種

子を本博物館で播種 した ところ,正 確な発芽実験を行 っ

ていないが,100%近 い高い率で発芽 した.な お,発 芽

率などについては今後調査を進めたい.フ ジバカマは発

芽後 も順調に育ち,1996年7月 には ビニールポッ トに育

てた高 さ0.5m前 後の1,300株 の苗が確保できた.後 述す

るようにその うち200株 は 「里親制度」,700株 は加古川

での復元に用い,残 りを種子の大量確保のために本博物

館内の圃場で栽培 している.

里親 制 度

1996年11月3日 に本博物館は ミュージアム ・フェスティ

バルを開催 し,そ の中で 「絶滅 しそ うな植物の里親にな

りませんか」という企画を実施 した.こ の企画は地球規

模の環境問題の一つである生物種の絶滅が我々の身のま

わ りで も起 こっていることや,生 物種を絶滅から救うた

めには,そ れらの種の分布す る環境を保護するなどの積

極的な保全活動が必要であるという現状を,フ ジバカマ

の栽培を通 じて一般市民に伝えることをねらいとしてい

る.具 体的には11月3日 にこの企画に参加 した市民に,

まずフジバカマを始めとして多 くの植物が絶滅に瀕 して

いる現状,保 全対策 として生育地の維持,絶 滅の危機回



表4.加 古川におけるフジバカマ群落の種類組成

LocalityNo.(地 点 番 号)は 表3の 地点 番号



図1.加 古 川(兵 庫 県)の 低 水路 護 岸(地 点 番号3)に 成立 す る フ ジバ カ マ群 落 の植 生 断 面 図a:ヤ ブガ ラシ,b:セ イ タ カ ア ワ ダチ ソ

ウ,c:ノ イバ ラ,d:ヨ メ ナ,e:フ ジバ カ マ,f:オ オ オ ナモ ミ,g:ア メ リカ セ ソ ダ ソ グサ

図2.仁 淀 川(高 知 県)の 堤 防 上 に 成立 す る フ ジバ カ マ群 落 の植 生 断 面 図a:コ マ ツナ ギ,b:ヘ クソ カ ズ ラ,c:ス ス キ,d:チ ガ

ヤ,e:イ ヌ ドクサ,f:ヨ モ ギ,g:フ ジバ カマ,h:キ ソエ ノ コ ロ



避としての種子保存の重要性を説明 した後に,「 系統証

明書(里 親委託証明書)」 付きのフジバカマを200人 の市

民に1株 ずつ預けた.市 民によってその株は育て られる

と共に結実 した種子が本博物館に郵送されるという手順

である.本 企画では種子の確保も目的の一つではあるが,

この企画に市民が参加 し,フ ジバカマの栽培を通 じて生

物種の絶滅という問題について環境学習をするというこ

とが大きな目的である.

復元 活 動

加古川におけるフジバカマの 自生地6ヶ 所は現在の と

ころ改修計画はな く,保 全上問題はない.加 古川全体 と

して も200株 あま りが生育 してお り,全 国的にみて も有

数の産地であり,環 境条件が変わらない限 り,加 古川の

フジバカマは絶滅の危機にはない.し か しなが ら加古川

において も低水路護岸,高 水敷,堤 防の整備が進んでお

り,そ れ らの整備地域ではフジバカマはみられない.整

備以前にはフジバカマが自生 していた可能性が高 く,こ

のような立地にフジバカマを植栽すれば,か つての 自生

状況を再現できる可能性がある.ま た植栽活動を住民参

加で進めることができれば,環 境教育 ・環境学習の視点

か らも非常に望ま しい.

著者は建設省近畿地方建設局姫路工事事務所長 横山

晴生氏に,改 修直後の低水路護岸に本博物館で育苗中の

フジバカマを植栽す ることを提案 したところ全面的な賛

同を得た.同 事務所課長 小田逸男氏らには加古川市内

の鳩里小学校,加 古川小学校,氷 丘小学校にフジバカマ

の復元活動への参加依頼,植 栽用土の確保,苗 の輸送な

どの復元活動の主要な作業を担当 していただいた.各 校

とも校長の積極的な協 力のもとに1997年2月13日 に,約

500人 の小学生が生物種の絶滅,保 全活動の重要性につ

いて著者や建設省姫路工事事務所の説明を聞いた後に,

フジバカマ700株 を加古川市内の友沢,本 町,大 野の3ヶ

所の改修直後の低水路護岸に植栽 した.こ のような実体

験を通 しての保全活動によって,生 物種の絶滅や生物の

保全といった環境教育 ・環境学習の課題に第一段階とし

ての効果は十分あげ られたものと考えられる.

今後植栽 されたフジバカマの維持 ・管理作業について

も地域の住民(小 学生)の活動に期待 したい.こ のような

活動を通 じて,さ らに環境教育 ・環境学習を継続 してい

くことが望まれる.

なお,茨 城県の小貝川では富沢 ・鷲谷(1997)に よって

フジバカマ群落の復元が試み られている.著 者 も,今 後

追跡調査を行って フジバカマの定着状況を確認 したい.

種子 保 存 ・発 芽調 査

残 りの400株 については種子の大量確保を目指 して,

1996年12月 に ビニールポットから本博物館の圃場に移植

した.1997年6月 現在,平 均草丈0.8mほ どに成長 してい

る.1997年 秋には 「里親制度」で博物館に郵送されてく

る種子 も含めて大量の種子確保が可能となる.そ れ らの

種子をもとに1998年 以降,種 子保存の方法,種 子の寿命,

種子発芽能力,保 存期間と発芽能力の関係,栽 培方法な

どの問題を調査 ・研究 したい.

お わ りに

フジバカマは単為生殖を行 うため花粉媒介昆虫を必要

とせず,結 実率 ・発芽率 も高く,ま た高茎の多年草 とし

て生育速度 も早いといわれている.栽 培実験下ではある

が,病 虫害 も少な く,土 壌条件 も選ばない.播 種後1年

で開花 ・結実 した個体 も少な くな く,2年 目には地下茎

で も旺盛に繁殖 している.こ のような強い植物にもかか

わ らず絶滅の危機に瀕 しているのは,前 述 したように生



育地そのものが破壊 されたからである.河 川においては

フジバカマの保全だけではな く,多 様な生物が生活 して

いる河川の多様な環境を残す ことがもっとも重要である.

フジバカマだけでな く他の生物について も,絶 滅後に復

元活動を行 うことがないよう今後 も河川環境の保全活動

に協力 したい.
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る作業全般について江間 薫氏にたいへんお世話にな り

ました.感 謝す ると共にお礼申し上げます.
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写真1.加 古川におけるフジバカマの自生状況(地 点番号1)

写真2.加 古川におけるフジバカマの自生状況(地 点番号3)



写 真3.兵 庫 県立 人 と 自然 の博 物 館 ジー ン フ ァー ムで 育 苗 中 の フ ジバ カ マ(1995年11月 播 種,1996年6月 撮影)

写真4.兵 庫県立人と自然の博物館ジーソファームで栽培中のフジバカマ(播種後2年 目,1997年6月 撮影)



写真5.フ ジバカマの系統証明書(里親委託証明書)

写真6.加 古川の低水路護岸での小学生によるフジバカマの復元活動(1997年2月13日)




